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ント事務所の大塚克人さん（行政書士）が６月４日

の定例理事会において承認されましたので、さっそ

く入会式を行わせていただきました。大塚さんのご

入会により総会員数は４７名となります。大塚さん

には、これからロータリー哲学・理念をしっかり学

ばれまして、立派なロータリアンに成られますよう

ご祈念申し上げます。

　さて、先の例会に於きまして鈴木勇会員による

「ニラ作り４５年」という素晴らしい卓話をしてい

ただきました。鈴木会員の生き様の素晴らしさと、

朝は朝星、夕は夕星を見るまで労働に勤しんだとい

うお話を聞きまして、ある人物と重なって心に映り

ました。皆さんも良くご存知の江戸時代中期の偉人

であります、二宮尊徳という方でございます。

　当時、日本の農村はたいへん荒廃し、農家は貧困

に喘いでおりました。田地畑は荒れ放題に荒れ、農

民は田畑を捨てて都会へ出ていこうとします。そう

いうなかで荒んだ農村を建て直そうと、二宮尊徳は

鍬一本、鋤一本を抱えて朝早くから晩遅くまで田地

畑に出て耕しました。

そしてみるみるうちに素晴しい村をつくっていきま

した。

　それを伝え聞いた近辺の殿様たちは、二宮尊徳を

自分のところに抱え、自分の荒れ果てた村を再建し

てもらおうと、みんなが頼みに来ました。

　二宮尊徳は、子供の頃両親を亡くし、伯父さんの

家に預けられていました。大変苦労をして育って行

きますが、学問は独学で、いわゆる中国の古典を自

分で勉強しただけであります。そして朝から晩まで

働き詰めに働き通しました。

　晩年、二宮尊徳はその素晴しい功績を請われて、

江戸幕府に、江戸の殿中に召し抱えられます。その

とき殿中に上がった二宮尊徳の立ち居振る舞い、ま

た言葉遣いは、あたかも生まれながらにして貴人で

各委員会報告

卓話　　　猿田神社宮司 猿田正城様

　みなさんこんにちは。

　本日は、梅雨に入りまして足元の悪い中、移動例

会にご出席を頂きましてありがとうございました。

　そして、猿田様には、自らが宮司（神職）をされ

ておられます、この猿田神社におきまして、移動例

会の場を与えていただきましてありがとうございま

した。後ほど、「猿田神社の由来」と題して卓話を

お願いすることになっております。本日は、猿田先

生主導で宜しくお願い致します。

　本日新しく新入会員として、大塚経営コンサルタ

会長挨拶



はなかろうか、或いは貴族ではなかったかと思われ

るような素晴しい立ち居振る舞いであり、言動で

あったというふうに言われております。

　学問もなければ、両親を子供の頃なくした二宮尊

徳、朝から晩まで田地畑に出て農作業しかしなかっ

た二宮尊徳、その人が江戸城に上がって、並み居る

殿様方と一緒に、立ち居振る舞いにしても、言動に

しても、殿様方と比べても些かの遜色もなかったと

言われております。

　現代でも、たとえば一生涯をかけて宮大工をした

方が、人生を語らせてみても、一級の人生論を展開

されます。勉強不足の学者の方より、遙かに素晴ら

しい人間性を持っておられます。鉋一本、鋸一本で

ひたすら人生を歩いてこられて、その極みにまで到

達した人というのは、素晴しい心をつくり上げてお

られます。まさに、「ニラ作り４５年」の鈴木勇会

員は、当クラブの二宮尊徳としてそれを実践して来

られた方ではないでしょうか。

　努力をする、精進をするということは、心を磨く

ため、また魂を磨くためには最も大事なことなので

はないのでしょうか。今、この不景気のなかで、

我々は大変苦労しております。どの方も、家庭にお

いても、会社においても、たいへんな苦労をしてお

ります。なんでこんなに苦労をしなきゃならないの

か？そういうふうにお考えの方も多かろうと思いま

すが、この苦労、その苦労に堪

えて精進をする、努力をするということは、取りも

直さず人さまのためではなくて、自分の心を磨き、

美しい魂をつくっていくための修行だということを

二宮尊徳は教えてくれております。

　この人生をその修業の場だと思えば、苦しい仕事

も楽しいことだというふうに思えないでしょうか。

やがていつか死を迎えるかもしれません。ロータ

リーの実践哲学に基づき、美しい心をつくって、美

しい思いで善いことをすれば、この現世においても

良い結果が生まれるわけでありますから、苦労をし

てでも、心をつくっていくということは、自分に

とって良いことで、この厳しい不景気のなかを、ぜ

ひそういうふうにお考えになって、人生を生きてい

ただきたいと思います。

①例会変更のお知らせ

・八日市場Ｒ.Ｃ.

　 6/23（火）　移動例会（最終例会）

　　　　　　　 点鐘19：00

　　　　　　　 成田ビューホテル

　 6/30（火）　休会（定款第６条）

・茂原Ｒ.Ｃ.

　 6/18（木）　通常例会

　　　　　　　 卓話：青少年指導ｾﾝﾀｰ所長

　　　　　　　　　　　　　 　斉藤嘉昭様

   6/25（木）　移動例会（最終夜間家族親睦例会）

　　　　　　　 点鐘18：00

・大原Ｒ.Ｃ.

   6/25（木）  休会

   6/27（土）　夜間例会（クラブ協議会）

　　　　　　　 点鐘18：30

　　　　　　　 「あすり」

・小見川Ｒ.Ｃ.

   6/24（水）　移動例会

　　　　　　　 さよなら例会･新人会員歓迎会

　　　　　　　 点鐘18：30

　　　　　　　 丸山旅館

②週報受領クラブ

・八日市場Ｒ.Ｃ.　　・小見川Ｒ.Ｃ.

③６月１７日（水）奉仕活動（海岸清掃）について

　集合場所：屋形海岸

　時　　間：1：30

幹事報告

会務報告

１．奉仕活動について

　　６月１７日（水）に横芝光町、横芝光町観光協

会に協賛して、奉仕の実践活動として海岸清掃を行

います。

皆さん、お忙しいところ大変恐縮ですが、今年最後

の社会奉仕活動となりますので、ご参加下さいます

ようお願い申し上げます。

　詳細に付きましては、本日、森川幹事代行よりお

知らせいたします。



　　「猿田神社の由来」

　　　　　　　　　　猿田神社宮司（銚子ＲＣ)

　　　　　　　　　　　　　　　　猿田　正城　様

卓話

猿田神社資料より

　猿田宮司より，猿田神社の謂れについての卓話を

頂きました。



土屋俊夫君・杉森幹男君・小川佐内君・小杉秀
文君
　　…猿田神社に来ることが出来て光栄です

本日計  　 4,000円

累　計  1019,211円

ニコニコボックス

例会日 会員数 出席

6月11日 47 47

MU ％

0 100.0

☆ 欠席をしたらメークアップをしましょう ★

出席報告

新入会員入会式

入会おめでとうございます
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所
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移動例会（猿田神社）
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 進藤ガバナー補佐より，下記の訂正の書簡を拝受いたしましたので，お知らせ致します。

お知らせ



お疲れ

お疲れ様

6/17　奉仕活動『海岸清掃』 　屋形海岸にて

お疲れ様１

お疲れ様２ お疲れ様３


